
(公社)静岡県理学療法士会

目標

• シズケアかけはしを活用し、動画や画像情報をチーム内で共有することで、利用者の現状（動作方
法の確認）、指導方法や環境調整の確認を行う。

事業の概要

• 1.会議の開催

システムの説明：シズケアかけはしを利用するための利点・手順の確認。

モデルケース対象となりうる、利用者の選定、どのような形で活用できるかを施設間

（チーム）で検討した。

• 2.動画や画像を使用して情報共有（利用者様への関わり）

動作確認をするための連絡と調整を実施。

動画・画像で入浴、移動動作と環境確認、意見交換を実施。

• 3.情報共有を行ったチーム内職種

・ケアマネジャー ・ヘルパー ・作業療法士

ケース①：入浴動作の自立支援に向けた動画・画像の共有
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【経 過】5ヶ月間回復期リハビリテーション病棟にて入院加療後、退院前訪問指導を実施し

自宅へと復帰．膝の痛みがありADL動作は不安定さを残しており、特に入浴動作が

課題として残っていた。

【評 価】筋 力：両脚ともに日常生活に支障をきたす筋力低下なし
関節可動域：両膝に制限あり(特に右が強い) 、円背
痛 み：歩行時に右膝痛が強い

【基本動作】移 動：（自宅内）T字杖自立 伝え歩き・独歩自立

広い環境では見守りが必要
（屋 外）歩行器見守り

段差昇降 ：片手すり・T字杖見守り(20cmまで) 両手すり見守り(30cmから)

【日常生活動作】

排泄動作までは自立だが、移動面での不安が残存し、自宅環境での入浴動作は監視が必要。

症例：60歳代女性 糞便性イレウス後の廃用症候群
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動画（スナップショット）にて入浴動作について
移動を含めて動作の共有を実施。
安定していると判断したポイントを説明。

更なる安定の獲得に対して、ヘルパーより環境面
での提案。（画像）

やりとりを確認したケアマネジャーから福祉用具
業者を交えた福祉用具の選定について提案があり
業者を交えて作業療法士が動作確認を実施する。

環境を再整備して再度動画の再共有を実施。

安全に入浴が可能となる
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シズケア＊かけはしを使用した結果

• 浴室までの移動動作を情報共有後、更なる安定のため、段差昇降時に対して

ヘルパーからステップ台の提案があった。

• ケアマネジャーから福祉用具の選定についての提案があり、福祉用具業者、

作業療法士で選定することとなった。

• 福祉用具業者からご家族様に段差解消方法について3点提案し、ご家族様の意向で

ご家族様が段差解消を実施。

• 段差解消後、動画にて情報共有を行い更なる動作の安定につながった。
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ケース②病院退院後に、嚥下造影検査（VF検査）を訪問リハと共有し、自宅で食事が
安全に食べられたケース

退院後、サマリー等の
書面にて申し送り

従来の退院後の患者情報の情報収集方法

自宅で訪問リハを実施

訪問リハスタッフは、
書面を基に支援内容を検討

評価者によって検査の読影能力や観察点が異なる為、書面の伝達のみでは不十分

課題
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ケース②病院退院後に、嚥下造影検査（VF検査）を訪問リハと共有して
自宅で食事が安全に食べられたケース

退院後、動画を共有
自宅で訪問リハを実施

訪問リハスタッフは、
動画を基にアプローチ内容

を検討実施

シズケア＊かけはしを使った場合

訪問リハスタッフは、
実際の動画を基に本人・

家族指導ができる

動画を直接共有することで、正確な能力の共有が可能となる。
家族指導の際に、嚥下の一連の動作を可視化して説明を行うことが可能となり、
ご家族の理解が得られやすくなる。

効果
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セキュアメールとは

ケース③セキュアメールを用いた情報交換でケアマネジャーのアセスメント、
ケアプランのサポートがスムーズになったケース
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介護予防・日常生活支援総合事業のサービスの中に、ケアマネジャーから要支援者の支援内容に関する
相談やアセスメントをサポートする取り組みが行われている。

藤枝市地域包括ケア推進課のプランナー向け広報を引用 9
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セキュアメールを使用前
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依頼票を行政に取りに
行った後、訪問へ 訪問実施

課題

リハ職が報告書作成後、
行政に提出

１週間以内

ケアマネジャーは、依頼票を提出するためには行政へ持って行か
なければならない。

訪問後の報告書を行政に提出しに行かなければならないため、
ケアマネジャーが受け取るまでに１週間以上かかる。
⇒報告書がプランに活かされにくい。

行政からケアマネ
ジャーに連絡し、
ケアマネジャーが
行政に取りに行く

報告書を
プランに反映

ケアマネ
ジャー

リハ職

紙で依頼票を
行政へ持って行く

リハ職は、依頼票を行政に取りに行かなければならない。

⇒直前の依頼に対して苦慮することが多い。
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セキュアメールを使用後
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依頼票を行政からメール
で受け取り訪問へ 訪問実施

結果

リハ職が報告書作成後、
行政に提出

行政からメールで
ケアマネジャーに
連絡する

報告書を
プランに反映

不要
リハ職

依頼票を行政
に提出

or

ケアマネ
ジャー

実施当日

or

リハ職が依頼票を取りに行政へ出向く必要が無くなった。
⇒直前の依頼に対応しやすくなる。

訪問後の報告書を当日に行政へ提出ができ、ケアマネジャー
が受け取るまでの期間が短縮。シズケア＊かけはしに加入
しているケアマネジャーは行政に出向かずに報告書を受け
取れる。
⇒報告書がプランに活かされやすくなる。

最短で当日
受け渡しが可




